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本
書
『
法
・
制
度
・
法
政
策
』
は
、
グ
ラ
ー
ツ
大
学
教
授
オ
ー
タ
・
ヴ

ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
（
O
冨
ミ
o
ぎ
σ
鶉
o
q
胃
）
が
マ
コ
ー
ミ
ヅ
ク
（
昇
峯
凹
o
・

O
O
昌
一
艮
）
と
の
共
著
『
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
の
基
礎
』
（
？
§
き
昌
－

軸
§
　
き
肺
　
－
§
ミ
ミ
｝
§
s
ミ
餉
“
芽
§
§
　
完
§
ミ
善
ε
ミ
E
軌
防
§
§
一
田
胃
＝
三

U
冒
鼻
。
、
俸
匡
自
目
巨
o
戸
宕
o
．
3
英
語
版
は
」
s
ミ
峯
§
“
§
ミ
§
§
ミ

ミ
ト
邑
§
・
ミ
雨
s
」
、
ミ
§
§
葛
δ
卜
哉
ミ
、
ε
き
ミ
餉
ミ
U
o
邑
『
o
o
芹
ミ

ミ
、
U
、
ヵ
o
巳
。
一
勺
一
．
巨
材
巨
．
一
〇
q
O
o
昌
、
彗
｝
し
凄
α
）
に
続
い
て
公
刊
し
た

論
文
集
で
あ
り
、
前
著
の
主
張
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
制
度
主
義
的
法
実

証
主
義
の
理
論
的
基
礎
を
一
層
明
確
な
形
で
叙
述
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

立
場
か
ら
法
哲
学
上
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
全
体
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A
　
理
論
的
基
礎

　
－
　
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
の
構
成
要
素

　
皿
　
形
式
的
・
目
的
主
義
的
行
為
論
の
構
想
に
つ
い
て

　
皿
　
現
代
法
理
論
に
対
す
る
論
理
学
の
意
義
　
　
■

B
　
法
理
論
お
よ
ぴ
法
社
会
学
に
関
す
る
研
究

　
w
　
存
在
論
、
ヘ
ル
メ
ノ
イ
テ
ィ
ク
お
よ
ぴ
妥
当
す
る
法
の
概
念

　
V
　
形
式
的
．
目
的
主
義
的
行
為
論
と
刑
法

　
w
　
制
度
論
と
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義

　
W
　
社
会
学
と
規
範
的
制
度
論
。
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
呈
ル
ス
キ
ー
の
制

　
　
　
度
論
に
関
す
る
規
範
主
義
的
制
度
存
在
論
の
観
点
か
ら
の
考
察

C
　
法
政
策
学
お
よ
ぴ
正
義
論
に
関
す
る
研
究

　
㎜
　
法
政
策
的
制
度
分
析
　
．

　
㎜
　
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
・
フ
マ
ー
ナ
と
正
義
の
理
想

　
九
つ
の
章
の
う
ち
、
第
－
章
お
よ
ぴ
第
皿
章
以
外
は
何
ら
か
の
形
で
既

に
発
表
さ
れ
た
独
立
の
論
文
で
あ
る
た
め
、
目
次
を
見
た
だ
け
で
は
、
相

互
の
論
理
的
な
連
関
が
欄
み
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点

を
考
慮
し
て
本
書
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
第
－
章
は
、
一
見
雑
多
に

思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
が
い
か
に
し
て
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
と

い
う
一
つ
、
の
幹
か
ら
枝
分
・
か
れ
し
開
花
し
た
か
、
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
（
も
っ
と
も
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
第
x
章
の
正
義
諭

が
必
ず
し
も
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
の
み
か
ら
は
諭
理
的
に
帰
結
し
な

い
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
私
見
に
よ
れ
ぱ
、
第
㎜
章
も
他
の
章
と
は
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橋論叢　第100巻　第1号　（186）

内
容
的
に
か
な
り
異
賀
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
）
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い

て
は
、
ま
す
第
－
章
の
総
括
的
な
論
述
を
も
と
に
、
第
w
章
ま
で
の
制
度

主
義
的
法
実
証
主
義
に
関
す
る
主
張
内
容
を
整
理
．
紹
介
し
、
そ
の
あ
と

で
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
法
政
策
学
お
よ
び
正
義
論
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
一
　
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義

　
法
は
一
方
で
は
社
会
的
実
在
（
雰
昌
婁
）
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
規

範
の
体
系
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
こ
こ
か
ら
次
の
よ

う
な
根
本
的
な
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
存
在
と
当
為
の
意
味
論

的
区
分
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
し
て
法
的
当
為
（
法
規
範
）
の

現
存
在
（
∪
富
O
ぎ
）
を
説
明
し
う
る
か
。
」
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
制
度

主
義
的
法
実
証
主
義
は
、
法
を
行
為
論
的
な
視
角
か
ら
考
察
し
、
制
度
の

中
に
規
範
的
規
定
と
実
在
的
社
会
的
過
程
と
の
機
能
的
結
合
を
見
い
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
答
え
よ
う
と
す
る
。
（
は
し
が
き
）

　
そ
の
際
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
思
考
上
の
実
体
（
o
q
。
穿
、
一
斥
．

冒
－
岩
ヨ
一
彗
讐
）
と
し
て
の
規
範
の
考
察
と
社
会
的
事
実
と
し
て
の
規
範

の
考
察
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
論
理
的
関
係
お
よ

ぴ
規
範
論
理
的
推
論
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
前
者
の
領
域
に
お
い
て
の
み

で
あ
り
、
社
会
的
事
実
は
た
だ
経
験
的
に
の
み
確
認
さ
れ
う
る
。
存
在
と

当
為
の
区
別
は
あ
く
ま
で
も
意
味
論
的
な
規
約
で
あ
っ
て
、
存
在
論
的
な

意
味
に
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
、
制
度

主
義
的
法
実
証
主
義
は
、
社
会
的
現
実
に
お
け
る
法
規
範
の
現
存
在
と
し

て
の
法
の
妥
当
（
雰
o
巨
晶
o
斥
冒
o
q
）
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
い
に

一
つ
の
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
1
、
皿
、
w
）

　
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
は
、
（
一
）
人
間
は
行
為
可
能
な
存
在
で
あ
り
、

ま
た
（
二
）
社
会
的
存
在
で
あ
ゑ
と
い
う
人
間
学
的
認
識
に
基
づ
い
て

い
る
。
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
人
間
の
こ
の
二
つ
の
本
賀
的
特
徴
を
基
礎

と
し
て
、
形
式
的
・
目
的
主
義
的
行
為
論
（
一
〇
＝
冨
；
、
一
嘗
邑
餉
9
。
雪
彗
O
．

一
；
窃
艘
8
ま
）
と
い
う
特
殊
な
行
為
論
を
打
ち
立
て
、
こ
の
行
為
論
の

枠
組
み
の
中
で
、
実
践
哲
学
の
基
礎
と
し
て
の
認
識
論
的
な
区
別
の
な
さ

れ
た
意
味
論
（
篭
畠
8
一
曇
蜆
g
旦
罵
雪
害
・
一
〇
碁
ω
o
冒
芭
自
寿
）
と
、
規
範

存
在
論
を
論
じ
る
。
（
な
お
、
ヴ
ァ
イ
ン
ペ
ル
ガ
ー
は
正
義
の
問
題
に
関

し
て
も
人
間
単
的
な
接
近
方
法
を
採
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
の
際
に
も
こ
の

二
つ
の
本
質
的
特
徴
の
認
識
を
考
察
の
基
礎
と
し
て
い
る
。
）
（
■
、
皿
、

w
、
皿
）

　
我
々
が
生
き
て
い
る
世
界
は
、
物
理
的
な
対
象
だ
け
で
は
な
く
、
文
化

的
・
制
度
的
形
成
物
を
も
合
ん
で
い
る
。
チ
ェ
ス
盤
上
の
ク
イ
ー
ン
は
単

な
る
人
形
や
置
物
で
は
な
く
、
チ
ェ
ス
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
そ
の
動
き
を

定
義
さ
れ
た
制
度
的
存
在
で
あ
る
。
同
様
に
、
人
間
の
行
為
も
ま
た
自
然

世
界
に
お
け
る
行
為
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
制

度
の
世
界
に
お
け
る
行
為
で
も
あ
る
。
「
帽
子
を
頭
か
ら
と
り
、
一
定
時

間
後
、
再
ぴ
か
ぷ
る
」
と
い
う
行
態
（
＜
胃
ぎ
－
斤
雪
）
は
、
確
立
さ
れ
た
制

度
に
基
づ
い
て
有
意
味
な
行
態
と
な
り
、
「
挨
拶
す
る
」
こ
と
と
し
て
理

解
さ
れ
る
。
ヴ
7
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
規
範
主
義
的
制
度
論
が
基
づ
く
存
在

論
は
、
サ
ー
ル
（
－
印
ω
o
胃
一
〇
）
の
表
現
を
用
い
れ
ば
、
対
象
を
生
の

事
実
（
8
ぎ
弓
g
竃
o
冨
）
の
関
係
に
お
い
て
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
制
度

的
事
実
（
一
畠
津
；
o
篶
＝
巾
旨
冨
o
訂
）
を
も
そ
の
要
素
と
し
て
包
含
す
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－

評（187）書

る
よ
う
な
世
界
像
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
存
在
論
の
基
本
テ
ー
ゼ

に
よ
れ
ぱ
、
一
方
で
は
制
度
と
制
度
的
事
実
と
の
間
に
、
他
方
で
は
制
度

と
実
践
的
情
報
（
規
範
・
目
的
・
価
値
シ
ス
テ
ム
）
と
の
間
に
、
本
質
的

な
結
ぴ
付
き
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
（
1
、
■
、
W
，
V
，
W
，
W
）

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
い
う
制
度
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
イ
ン

ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
「
制
度
」
と
い
う
語
は
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ニ
タ
イ
ン

（
－
薫
ミ
鷺
鶉
置
昌
）
の
い
わ
ゆ
る
家
族
概
念
（
霊
昌
…
畠
『
晶
・
員
）
で

あ
っ
て
、
最
近
類
と
種
差
に
よ
る
（
勺
宰
o
q
o
昌
餉
眉
員
一
昌
昌
旨
g
2
ま
－

・
昌
臣
昌
名
8
畠
s
昌
）
古
典
的
方
法
で
は
定
義
し
え
な
い
が
、
こ
れ
を

社
会
科
学
的
・
法
学
的
研
究
の
基
本
概
念
と
し
て
用
い
る
以
上
、
そ
の
中

核
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
竈
こ
こ
で
は
そ

の
う
ち
で
重
要
な
も
の
の
み
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
（
一
）
制

度
は
行
為
σ
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
制
度
は
可
能
な

行
為
の
枠
組
み
を
決
定
し
、
行
為
の
決
定
要
因
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果

す
。
（
二
）
制
度
は
個
人
と
社
会
と
の
相
互
作
用
の
媒
介
項
で
あ
る
。
集

合
的
．
社
会
的
行
為
は
制
度
と
し
て
の
み
実
在
し
、
個
人
の
行
為
は
少
な

く
と
も
部
分
的
に
は
制
度
的
な
行
為
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

（
三
）
制
度
は
実
践
的
情
報
の
核
を
も
っ
て
お
り
、
単
な
る
行
態
の
記
述

で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
（
四
）
制
度
の
概
念
は
一
定
の
仕
方
で
制
度
化

（
旨
蜆
津
皇
。
量
饒
蜆
ぼ
、
昌
o
q
）
の
概
念
と
関
連
し
て
い
る
。
制
度
は
常
に
一

定
の
安
定
化
（
望
閏
巨
邑
雪
冒
o
口
）
、
す
な
わ
ち
一
定
の
相
対
的
持
続
性
を

も
っ
た
模
範
．
標
準
・
生
活
形
式
の
創
造
を
意
味
す
る
。
（
五
）
制
度
は

い
わ
ぱ
「
独
自
の
生
命
（
臼
O
目
昌
一
争
彗
）
」
を
も
っ
て
い
る
。
制
度
は
一

定
の
社
会
の
動
き
に
従
う
が
、
し
か
し
制
度
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
行
態

様
式
は
、
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
て
も
、
し
ぱ
し
ぱ
維
持
さ
れ
続
け
る
、
等
。

（
1
，
w
，
w
）

－
妥
当
す
る
法
（
需
豪
邑
鶉
射
邑
6
は
、
制
度
的
に
現
存
在
す
る
法
と

し
て
定
義
さ
れ
、
そ
の
現
存
在
は
制
度
主
義
的
に
、
す
な
わ
ち
制
度
に
お
．

け
る
事
実
的
な
作
用
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
今
日
の
有
カ
な
見
解
に
よ
れ

ぱ
、
妥
当
す
る
法
が
成
立
し
た
か
否
か
は
、
法
の
生
成
に
関
す
る
ル
ー
ル

に
よ
っ
て
知
り
う
る
。
妥
当
す
る
法
を
こ
の
よ
う
に
内
容
で
は
な
く
系
譜

に
よ
っ
て
識
別
し
よ
う
と
す
る
理
諭
を
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
ド
ゥ
ウ

ォ
ー
キ
ン
（
射
。
U
毛
O
・
注
自
）
に
倣
っ
て
「
系
譜
理
論
（
ω
冨
昌
暮
昌
弓

艘
8
、
ε
」
と
名
仕
け
る
。
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
ド
ゥ
ウ
ォ

ー
キ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
原
理
（
O
ユ
昌
宣
o
）
」
も
法
の
構
成
都
分
で
あ
り
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
妥
当
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な

い
。
一
般
に
、
（
一
）
法
秩
序
全
体
の
妥
当
に
つ
い
て
は
、
実
効
性
の
平

均
と
い
う
社
会
単
的
基
準
が
決
定
的
と
な
る
が
、
（
二
）
個
々
の
規
範
の

妥
当
は
一
次
的
に
は
系
譜
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

後
者
の
決
定
は
制
度
的
に
ま
た
解
釈
プ
ロ
セ
ス
お
よ
ぴ
解
釈
・
体
系
化
作
．

業
の
領
域
に
お
け
る
動
態
に
も
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
テ
キ
ス
ト

N
が
妥
当
す
る
か
否
か
だ
け
で
は
な
く
、
N
が
何
を
意
味
す
る
か
が
問
題

と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
の
妥
当
の
問
題
に
お
い
て
は
裁
判

実
務
の
現
実
と
法
生
活
の
制
度
と
し
て
の
法
律
学
も
ま
た
老
慮
さ
れ
ね
ぱ

な
ら
な
い
。
（
1
，
w
）

一
一
形
式
的
・
目
的
主
義
的
行
為
論

ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
行
為
論
は
、
次
の
二
点
に
お
い
て
形
式
主
義
的
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（
｛
o
昌
豊
蜆
茅
争
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
行
為
論
は
（
一
）
行
為
を

一
つ
の
情
報
処
理
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
性
格
づ
け
る
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は

能
カ
あ
る
す
べ
て
の
主
体
－
狭
義
の
精
神
物
理
的
人
椿
の
み
な
ら
ず
、

法
人
の
機
関
や
代
理
人
の
よ
う
な
制
度
的
な
行
為
の
担
い
手
（
す
餉
睾
邑
o
．

竃
二
亀
■
竃
2
冒
o
目
腎
譜
胃
）
を
も
合
む
－
に
帰
属
し
う
る
と
い
う
点
、

お
よ
ぴ
（
二
）
一
つ
の
目
的
論
（
↓
色
8
δ
o
目
ε
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
こ

の
目
的
論
は
、
所
与
と
し
て
の
因
果
関
係
の
概
念
に
依
拠
し
て
、
目
的
論

的
思
考
を
形
式
的
に
記
述
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
形
式
的
．

目
的
主
義
的
行
為
論
は
行
為
を
情
報
依
存
的
な
意
図
的
な
行
態
と
し
て
考

察
す
る
が
、
そ
れ
は
経
験
的
・
記
述
的
に
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
形
式

主
義
的
に
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
意
識
現
象
と
し
て
の
意
欲
（
ミ
o
昌
血
目
）

の
概
念
に
基
づ
く
常
識
的
な
行
為
論
と
は
異
質
で
あ
る
。
（
1
、
皿
、
V
、

㎜
）

　
形
式
的
・
目
的
主
義
的
行
為
論
に
お
い
て
、
行
為
は
二
つ
の
原
理
的
に

異
な
っ
た
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
可
能
な
行
態
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
か
ら
一
定
の
目
的
の
た
め
の
手
段
を
選
択
す
る
と

い
う
、
行
為
の
熟
慮
（
曽
彗
邑
冒
o
日
己
o
亭
胃
註
昌
）
の
観
点
、
お
よ
び

（
二
）
動
機
の
解
釈
（
旨
o
＝
く
旨
宗
｛
冨
g
巨
昌
）
の
観
点
か
ら
で
あ
る
。

（
1
，
V
，
W
）

　
ま
ず
、
、
揃
者
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
行
為
は
情
報
に
導
か
れ
る
行
態
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
は
、
一
定
の
時

点
に
お
い
て
複
数
の
行
態
が
選
択
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。

こ
れ
を
図
式
的
に
表
せ
ぱ
、
次
々
に
枝
分
か
れ
し
て
い
く
行
態
の
木
（
く
胃
．

冨
豪
目
＆
彗
冒
）
と
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
（
一
）
こ
う
し
た
行
為

の
可
能
範
囲
（
雪
彗
2
冒
o
司
窒
宮
o
斥
彗
目
）
は
事
実
上
（
ま
｛
嘗
。
p
。
）
存
在

し
、
我
々
は
こ
の
こ
と
を
経
験
か
ら
知
つ
て
い
る
。
弄
．
し
て
、
憎
報
依
存

的
な
ブ
ロ
セ
ス
が
、
ど
の
行
為
の
選
択
肢
を
実
現
す
る
か
を
決
定
す
る
。

し
か
し
、
（
二
）
こ
の
意
味
に
お
け
る
行
為
の
可
能
範
囲
は
、
客
観
的
に

与
え
ら
れ
た
事
実
で
は
な
く
、
構
成
さ
れ
た
枠
組
み
（
ヵ
顯
旨
畠
。
目
）
で
あ

っ
て
、
こ
の
枠
組
み
の
中
で
行
為
が
把
握
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
行
為
の
可
能
範
囲
の
存

在
が
経
験
的
な
事
実
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
し
て
行
為
に
お
い
て
現

れ
る
行
態
が
傭
報
ブ
回
セ
ス
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
行
為

の
自
由
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
人
間
の
意
思
を
第
一
原
因
（
勺
ユ
、
量

○
彗
墨
）
と
み
な
す
非
決
定
論
は
支
持
し
え
な
い
。
確
か
に
、
行
為
を
決

定
す
る
情
報
プ
ロ
セ
ス
を
完
全
に
再
構
成
す
る
，
｛
と
は
で
き
な
い
の
で
、

隈
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
行
為
は
予
測
し
え
な
い
が
、
す
ぺ
て
の
行
為
（
そ

の
基
礎
に
あ
る
決
断
を
も
含
む
）
は
環
境
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
決
定
論
が
正
し
い
と
恩
わ
れ
る
。
（
n
，
V
）

　
憎
報
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
行
為
の
決
定
は
、
態
度
表
明
的
（
蜆
叶
。
＝
冒
o
司
目
。
サ
．

昌
o
邑
）
選
択
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る
憎
報
に
は
、

（
一
）
認
識
的
・
記
述
的
（
理
論
的
）
情
報
と
（
二
）
態
度
表
明
的
（
実

践
的
）
憎
報
と
が
あ
る
。
行
為
の
実
現
は
、
行
為
を
決
定
す
る
情
報
プ
ロ

セ
ス
に
で
は
な
く
、
動
物
行
動
学
が
水
カ
学
的
（
ξ
青
彗
一
繧
｝
、
）
に
捉
え

る
と
こ
ろ
の
活
動
的
態
度
（
陣
ξ
き
里
；
一
〇
＝
；
的
）
に
対
応
す
る
。
熟
慮

の
プ
ロ
セ
ス
や
決
断
は
単
な
る
媒
介
項
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
現
実
的
な

過
程
を
引
き
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
既
存
の
活
動
的
態
度
を
相
対
的
に
効

果
的
な
軌
道
へ
導
く
の
で
あ
る
。
（
n
）
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「
a
は
b
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
因
果
関
係
が
存
在
し
、
b
が
目
的

と
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
a
は
目
的
b
を
達
成
す
る
た
め
の
（
一
つ
の
可
能

な
）
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
的
論
的
関
係
は
因
果
関
係
の
単
な
る
裏

返
し
で
は
な
い
。
目
的
は
主
体
に
よ
っ
て
意
欲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

目
的
シ
ス
テ
ム
は
諸
傾
向
か
ら
成
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で

は
本
質
的
に
目
的
間
の
衝
突
を
含
ん
で
お
り
、
相
対
的
評
価
（
邑
凹
庄
さ

婁
o
具
冒
o
q
）
に
基
づ
く
決
断
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
一
つ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
も
常
に
一
つ
だ
け
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
手
段

が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
対
的
評
価
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

行
為
を
決
定
す
る
情
報
処
理
の
理
論
と
し
て
の
目
的
論
に
お
い
て
は
、
相

対
的
評
価
が
本
質
的
な
機
能
を
果
す
の
で
あ
る
。
相
対
的
評
価
と
は
選
好

（
キ
弩
實
昌
・
）
で
あ
り
、
二
項
間
の
価
値
関
係
を
生
み
出
す
評
価
行
為
で

あ
る
。
あ
る
選
択
肢
が
他
の
す
べ
て
の
選
択
肢
よ
り
も
選
好
さ
れ
る
な
ら

ぱ
、
そ
れ
が
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
n
）
－

　
と
こ
ろ
で
、
実
際
の
目
的
シ
ス
テ
ム
は
決
し
て
不
変
で
は
な
い
。
人
間

は
様
々
な
原
因
・
理
由
か
ら
従
来
の
目
標
を
変
更
し
た
り
、
新
た
な
目
的

を
設
定
し
た
り
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
目
的
シ
ス
テ
ム
の
動
態
は
複

雑
な
の
で
、
現
実
の
行
為
の
熱
慮
は
固
定
（
曽
泣
o
昌
昌
o
司
）
に
よ
っ
て
単
純

化
さ
れ
、
短
縮
さ
れ
る
。
意
図
の
固
定
は
、
目
的
論
的
な
熟
慮
な
し
に
相

対
的
に
恒
常
的
な
仕
方
で
行
為
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
自
律
的
な

（
彗
δ
昌
旨
）
規
範
は
意
図
の
固
定
の
特
殊
な
種
類
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
人
間
は
社
会
的
動
物
で
あ
り
、
共
同
行
為
や
共
同
生
活
は
、
制
度
化

さ
れ
た
規
範
の
規
制
に
基
づ
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
か
ら
、
他
律
的
な

（
ま
冨
o
＝
o
昌
）
規
範
も
行
為
を
決
定
す
る
。
他
律
的
な
規
範
は
部
分
的

に
は
賞
罰
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
、
部
分
的
に
は
内
面
化
さ
れ
る
。
後

者
の
場
合
、
と
き
に
は
規
範
が
効
用
の
熟
慮
よ
り
も
優
先
さ
れ
、
と
き
に

は
両
者
の
均
衡
が
求
め
ら
れ
る
。
（
n
，
V
）

　
こ
こ
で
動
機
の
解
釈
に
視
点
を
移
そ
う
。

　
形
式
的
・
目
的
主
義
的
行
為
論
に
よ
れ
ぱ
、
動
機
は
、
行
為
を
決
定
す

る
憎
報
プ
回
セ
ス
の
解
釈
的
再
構
成
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
行
為
の
説
明
要

素
で
あ
り
、
理
解
的
な
方
法
で
捉
え
ら
れ
た
行
為
者
の
目
的
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
に
、
行
為
の
決
定
要
素
（
広
義
の
動
機
）
と
し
て
は
、
前
述
の
内

面
化
さ
れ
た
（
他
律
的
な
）
規
範
な
ど
の
他
の
要
因
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

非
合
理
的
な
（
場
合
に
よ
っ
て
は
病
理
挙
的
な
）
固
定
観
念
も
特
殊
な
動

機
と
し
て
行
為
の
説
明
に
用
い
ら
れ
る
。
動
機
の
解
釈
は
部
分
的
に
は
行

為
者
自
身
の
報
告
を
も
基
礎
と
す
る
が
、
そ
の
利
用
に
際
し
て
は
ヘ
ル
メ

ノ
イ
テ
ィ
ヅ
シ
ュ
な
問
題
状
況
が
生
じ
る
。
動
機
の
認
識
は
常
に
解
釈
で

あ
り
、
行
為
の
理
解
的
説
明
で
あ
る
。
（
n
）

　
と
こ
ろ
で
、
刑
法
上
の
行
為
論
あ
る
い
は
責
任
論
に
つ
い
て
形
式
的
・

目
的
主
義
的
行
為
論
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
採
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
刑
法
上
の
主
な
行
為
論
は
、
因
果
的

・
自
然
主
義
的
行
為
論
、
マ
イ
ホ
ー
フ
ァ
ー
（
ミ
。
峯
里
旨
o
雪
）
の
社
会

的
行
為
論
、
カ
ウ
フ
マ
ン
（
＞
・
穴
彗
｛
昌
彗
目
）
の
人
格
的
行
為
論
、
そ
し

て
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
（
声
ξ
〇
一
邑
）
の
目
的
的
行
為
論
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
目
的
的
行
為
論
は
、
目
的
性
（
ヨ
冨
一
一
華
）
を
行
為
概

念
の
構
成
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
、
行
為
の
意
図
的
性
格
を
強
調
す
る
点

で
、
行
為
概
念
の
核
心
に
触
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
情
報
に
よ
る
行

為
支
配
に
関
す
る
詳
紬
な
理
論
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
ヴ
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ア
イ
ン
ペ
ル
ガ
ー
は
、
す
ぺ
て
の
不
作
為
が
行
為
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。

こ
の
た
め
、
形
式
的
・
目
的
主
義
的
行
為
論
に
お
け
る
「
犯
罪
」
の
上
位

概
念
は
「
行
為
」
で
は
な
く
、
「
意
思
の
及
ぴ
う
る
行
態
（
皇
＝
竃
餉
昌
醤
品
－

＝
〇
一
嚢
く
邑
邑
斤
9
）
」
で
あ
り
、
あ
る
人
（
あ
る
シ
ス
テ
ム
）
の
行
態

と
は
、
一
定
の
時
期
に
お
い
て
生
じ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
人
（
そ
の
シ
ス

テ
ム
）
の
状
態
の
推
移
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
行
為
」
と
そ
の
「
不
作
為
」

は
い
ず
れ
も
「
意
思
の
及
ぴ
う
る
行
態
」
の
下
位
概
念
で
あ
っ
て
、
互
い

に
補
集
合
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
（
V
）

　
一
つ
の
行
為
は
、
意
図
し
た
結
果
以
外
に
、
様
々
な
副
次
的
な
結
果
を

も
た
ら
す
。
し
か
も
、
因
果
の
鎖
は
無
限
に
続
く
。
因
果
の
枠
組
み
の
中

で
何
が
帰
責
（
N
冒
耐
g
昌
目
o
q
）
の
対
象
と
な
る
か
は
、
社
会
的
評
価
に

基
づ
く
決
断
の
間
題
で
あ
る
。
「
資
任
」
は
、
生
の
事
実
の
領
域
に
は
存

し
な
い
規
範
的
な
概
念
で
あ
っ
て
、
非
難
に
値
す
る
と
評
個
さ
れ
た
事
実

に
基
づ
く
規
範
的
な
帰
責
を
基
礎
と
す
る
。
規
範
は
、
（
一
）
ど
の
よ
う

な
と
き
に
責
任
が
帰
さ
れ
る
か
、
（
二
）
ど
の
よ
う
な
構
成
要
件
が
責
任

を
基
礎
づ
け
る
か
、
（
三
）
ど
の
よ
う
な
刑
罰
が
責
任
者
に
科
せ
ら
れ
る

か
、
を
規
定
す
る
。
こ
の
う
ち
、
（
一
）
お
よ
ぴ
（
二
）
は
事
実
の
確
認

の
問
題
で
あ
る
。
（
n
，
V
）

三
　
理
論
的
・
実
践
的
思
考
の
論
理

　
行
為
論
に
お
け
る
実
践
的
情
報
と
理
論
的
情
報
と
の
区
別
は
、
実
践
的

な
文
と
理
論
的
な
文
と
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
と
こ
ろ
の
、
認
識
論
的

な
区
別
の
な
さ
れ
た
意
昧
論
（
胃
ぎ
昌
叶
邑
蜆
旨
8
鳥
豪
g
q
葭
胃
8
ま
景

ω
o
昌
彗
鼻
）
と
、
実
践
的
な
文
と
理
論
的
な
文
と
の
間
の
相
互
的
な
導

出
不
可
能
性
と
い
う
メ
タ
論
理
的
公
準
と
を
、
哲
学
的
に
基
礎
づ
け
る
。

（
1
、
皿
、
w
，
w
）

　
実
践
的
な
文
は
、
（
一
）
理
論
的
な
文
と
は
異
な
る
語
用
論
的
機
能
を

も
ち
、
（
二
）
シ
ス
テ
ム
に
相
対
的
で
あ
り
、
（
三
）
世
界
の
実
在
に
照
ら

し
て
テ
ス
ト
し
え
ず
、
理
論
的
な
文
が
も
つ
よ
う
な
意
味
で
は
、
真
理
値

を
も
た
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
古
典
論
理
学
に
お
い
て
推
論
の
妥
当
性
は
真

理
値
の
概
念
を
基
礎
に
し
て
定
義
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ヨ
ル
ゲ
ン
セ
ン

（
－
・
言
『
o
q
昌
餉
昌
）
は
か
つ
て
（
三
）
を
理
由
に
、
我
々
が
日
頃
用
い
て
い

る
実
践
的
な
推
論
は
実
は
理
論
的
な
根
拠
を
欠
く
と
考
え
、
デ
ィ
レ
ン
マ

に
陥
っ
た
。
（
1
）

　
し
か
し
、
．
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
論
理
学
お
よ
ぴ
諭
理
的
分

析
は
認
識
の
道
具
と
し
て
認
識
素
材
の
処
理
に
役
立
つ
ぱ
か
り
で
な
く
、

行
為
を
決
定
す
る
た
め
の
憎
報
処
理
に
も
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ヨ
ル
ゲ
ン
セ
ン
の
主
張
は
早
計
で
あ
り
、
必
要
な
の
は
む
し
ろ
推
論
概
念

の
拡
張
で
あ
る
。
例
え
ば
、
（
一
）
文
は
叙
述
文
（
＞
畠
餉
晶
窃
算
・
）
か
規

範
文
（
2
o
…
資
・
）
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
（
両
者
の
混
合
文
も
い
ず

れ
か
一
方
に
分
類
さ
れ
）
、
（
二
）
文
が
定
立
さ
れ
て
い
る
（
胴
窃
o
算
㎝
o
巨
）

の
は
、
（
a
）
叙
述
文
な
ら
ぱ
、
文
が
真
の
と
き
で
あ
り
、
（
b
）
規
範
文

な
ら
ぱ
、
文
が
（
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
）
妥
当
な
と
き
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、

－
推
論
概
念
を
次
の
よ
う
に
拡
張
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
文
K
が
前
提
弔
＝

　
－
－
㌔
自
の
帰
結
で
あ
る
の
は
、
す
べ
て
の
前
提
勺
＝
・
　
…
㌔
目
が
定
立

さ
れ
て
い
る
な
ら
ぱ
、
K
が
定
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
論
理
的
に
あ
り

え
な
い
と
き
、
か
つ
そ
の
と
き
の
み
で
あ
る
。
（
1
，
w
）

　
こ
の
よ
う
に
拡
張
さ
れ
た
推
論
概
念
に
基
づ
い
て
規
範
論
理
の
体
系
を
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作
り
上
げ
る
場
合
、
常
に
存
在
と
当
為
に
関
す
る
次
の
二
つ
の
メ
タ
公
準

（
冒
。
片
印
o
。
、
け
自
一
曽
一
）
を
満
た
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
純
粋

に
記
述
的
な
前
提
の
ク
ラ
ス
か
ら
は
、
情
報
を
も
た
ら
す
規
範
文
は
い
か

な
る
も
の
も
導
出
で
き
な
い
。
（
二
）
実
践
的
な
（
特
に
規
範
的
な
）
前

提
の
ク
ラ
ス
か
ら
は
、
情
報
を
も
た
ら
す
叙
述
文
は
い
か
な
る
も
の
も
導

出
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
メ
タ
公
準
が
満
た
さ
れ
な
い
な
ら
ぱ
、
二
種
類

の
文
の
間
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
上
の
区
分
が
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
1
、
　
皿
、
　
皿
、
w
）

　
規
範
諭
理
学
に
お
い
て
も
文
と
文
を
結
ぴ
付
け
る
縞
合
子
が
用
い
ら
れ

る
が
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
そ
れ
は
真
理
関
数
的
な
も
の
で

は
な
く
、
推
論
規
則
に
よ
。
て
定
義
さ
れ
る
。
例
え
ぱ
、
仮
言
的
な
規
範

文
の
場
合
、
前
件
は
叙
述
文
で
あ
り
、
後
件
は
規
範
文
で
あ
る
か
ら
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
的
に
異
な
る
両
者
を
結
ぴ
付
け
る
結
合
子
「
＞
」
は
真
理
値
表

に
よ
っ
て
は
定
義
し
え
ず
、
次
の
よ
う
な
規
則
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
と

い
う
。
（
な
お
、
「
P
」
は
叙
述
文
を
、
ま
た
「
o
o
」
は
「
q
で
あ
る
ぺ

し
」
と
い
う
規
範
文
を
表
す
。
）

　
　
弓
〉
o
o

　
　
即

　
さ
ら
に
、
こ
の
結
合
子
に
つ
い
て
は
次
の
よ
デ
な
規
則
の
導
入
も
必
要

で
あ
る
と
い
う
。
（
な
お
、
「
〉
」
は
選
言
「
ま
た
は
」
を
、
ま
た
「
「
」

は
否
定
「
な
い
」
を
表
す
。
）

　
　
o
o

　
　
（
勺
く
」
、
）
V
o
』

　
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
規
範
論
理
挙
（
？
）
は
以
上

　
の
よ
う
な
示
唆
に
と
ど
ま
り
、
本
格
的
な
体
系
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
1
、
皿
）

　
　
　
四
　
法
政
策
挙
と
正
義
論

　
ブ
ア
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
あ
る
種
の
民
主
主
義
の
理
念
を
前
提
と
し
た

上
で
、
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
の
観
点
か
ら
法
政
策
学
を
展
開
し
よ
う

と
す
乃
。
こ
こ
で
簡
単
に
そ
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
法
政
策
学
は
、
法
政
策
プ
回
セ
ス
の

記
述
の
ほ
か
に
、
法
案
の
法
学
的
理
由
付
け
（
黒
o
q
昌
邑
冒
岬
）
の
理
論
、

機
能
主
義
的
制
度
論
、
そ
し
て
正
義
論
と
い
う
三
つ
の
領
域
を
含
む
。
こ

の
う
ち
、
法
案
の
理
由
付
け
の
理
論
に
お
い
て
は
、
法
政
策
的
な
論
証

（
＞
、
。
口
．
一
、
自
。
目
叶
串
ご
。
自
）
の
分
析
が
行
わ
れ
る
。
法
政
策
的
な
理
由
付
け
お
よ

ぴ
法
政
策
的
な
処
置
の
批
判
的
評
価
は
、
目
的
論
的
恩
考
の
領
域
に
属
し

て
お
り
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
論
証
の
タ
イ
プ
と

し
て
、
制
度
や
処
置
の
も
た
ら
す
帰
結
の
分
析
、
思
想
の
一
貫
性
の
考
慮
、

規
範
の
目
的
論
的
正
当
化
、
内
在
的
お
よ
ぴ
外
在
的
評
価
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
論
証
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
は
、
偏
見
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
固

定
観
念
、
偽
り
の
理
由
付
け
、
考
察
の
一
面
性
、
標
語
的
恩
考
（
ω
O
巨
晶
－

ミ
。
、
一
、
一
）
。
、
一
片
。
自
）
、
そ
し
て
部
分
的
な
考
量
緒
果
同
士
の
対
置
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
（
㎜
）

　
ヴ
ア
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
機
能
主
義
的
制
度
分
析
は
、
指
導
理
念
（
■
呉
－

ご
。
。
）
．
組
織
形
式
．
行
為
様
式
の
間
の
関
係
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
な
全

体
的
視
点
を
提
出
し
、
こ
の
視
点
か
ら
民
主
圭
義
の
は
ら
む
問
題
を
解
決
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し
よ
う
と
す
る
。
民
主
主
義
に
お
い
て
は
民
主
主
義
的
な
意
思
形
成
ブ
ロ

セ
ス
と
一
定
の
民
主
主
義
的
理
念
と
の
間
で
デ
イ
レ
ン
マ
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
少
数
者
の
保
護
、
選
挙
等
の
定
期
性
、
信
仰
の
自

由
と
い
っ
た
民
主
主
義
の
実
質
的
原
理
に
反
す
る
よ
う
な
決
定
が
民
主
主

義
的
に
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ヴ
ア
イ
ン
ペ
ル
ガ
ー
は
こ
の
デ
イ
レ

ン
マ
を
・
氏
主
主
義
の
実
質
的
原
理
を
民
主
主
義
的
制
度
の
一
種
の
指
導

理
念
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
原
理

は
厳
椿
な
行
態
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
制
度
の
評
価
や
そ
の
機
能
性
の
判
断

に
方
向
を
与
え
る
規
制
的
な
理
念
な
の
で
あ
る
。
（
㎜
）

　
民
主
主
義
に
お
い
て
も
指
導
者
は
や
は
り
必
要
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
民
意
（
く
o
寿
竃
自
ε
」
が
自
ず
か
ら
直
接
表
明
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。
こ
の
こ
と
を
理
由
に
、
ヴ
ア
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
「
構
造
化
さ
れ
た

民
主
主
義
（
賢
巳
・
；
ま
碁
b
O
昌
鼻
『
暮
O
）
」
の
理
論
を
主
張
す
る
。
こ

の
立
場
に
よ
れ
ぱ
、
（
一
）
指
導
的
エ
リ
ー
ト
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
エ
リ
ー
ト
は
指
導
理
念
の
創
造
者
で
あ
り
、
担
い
手
で
あ

る
。
（
二
）
多
様
な
決
定
形
式
と
機
能
的
に
適
切
な
制
度
構
造
が
導
入
さ

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
単
独
決
定
も
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
て
い
れ
ぱ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
民
主
主
義
的
で
あ
り
う
る
。
（
三
）
協
議
や
議
論
に
基

づ
く
決
定
は
、
単
な
る
票
決
や
選
挙
に
基
づ
く
決
定
よ
り
も
優
先
さ
れ
る

ぺ
き
で
あ
る
。
（
四
）
制
度
は
機
能
的
に
効
率
的
に
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

創
造
カ
、
情
報
お
よ
ぴ
専
門
知
識
は
社
会
の
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
（
皿
）

　
正
義
論
は
、
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
（
一
）
人
間
学
的
な
一

般
的
確
認
と
（
二
）
人
類
の
お
か
れ
て
い
る
現
実
の
状
況
の
考
察
と
い
、
つ

二
点
に
お
い
て
、
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
・
フ
マ
ー
ナ
（
、
昌
匡
。
巨
冒
凹
コ
目
）

に
関
す
る
熟
慮
に
基
づ
い
て
い
る
。
（
一
）
前
述
の
よ
う
に
、
人
閲
は
行

為
す
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
社
会
的
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、

正
義
の
原
理
は
行
為
の
決
定
要
因
と
し
て
理
解
さ
れ
、
原
理
の
内
容
は
社

会
生
活
上
の
機
能
か
ら
解
明
さ
れ
る
。
行
為
の
決
定
の
際
に
は
、
正
義
の

要
請
は
常
に
効
用
の
考
慮
と
並
ん
で
登
場
す
る
。
形
式
的
な
正
義
の
要
講

は
単
独
で
行
為
に
方
向
性
を
与
え
た
り
、
法
政
策
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

成
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
不
正
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
。
て

批
判
的
な
論
拠
と
し
て
は
機
能
し
う
る
。
正
義
の
分
析
は
本
質
的
に
批
判

的
分
析
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
正
義
の
分
析
は
そ
の
実
質
的
な
論
拠
を
、

客
観
的
に
提
示
し
え
な
い
自
然
法
か
ら
で
は
な
く
、
各
社
会
．
各
個
人
が

も
つ
事
実
的
な
正
義
の
確
信
や
理
想
．
か
ら
獲
得
す
る
。
正
義
の
原
理
は
、

人
間
の
行
為
を
共
同
社
会
に
お
け
る
そ
の
人
間
の
役
割
へ
と
方
向
付
け
る

機
能
を
も
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
（
二
）
多
数
の
異
質
な
社
会
の
並
存
と

い
う
今
日
の
コ
ン
デ
ィ
チ
オ
・
フ
マ
ー
ナ
は
、
正
義
の
理
想
が
、
自
分
が

属
す
る
共
同
社
会
の
目
的
へ
の
方
向
付
け
か
ら
、
共
同
社
会
間
の
意
思
疎

通
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
重
要
な
の
は
、
伝
統
的
な
正
義
観

念
の
刻
印
を
受
け
た
責
任
・
報
復
－
抑
圧
の
理
念
で
は
な
く
、
未
来
の
た

め
に
相
対
的
に
調
糺
の
と
れ
た
協
同
シ
ス
テ
ム
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
あ

る
。
（
w
、
皿
）

　
以
上
が
ブ
ァ
イ
ン
ペ
ル
ガ
ー
『
法
・
制
度
・
法
政
策
』
の
概
略
で
あ
る
。

紙
数
が
尽
き
た
の
で
、
主
張
内
容
の
詳
細
な
検
討
は
他
の
機
会
に
譲
り
、

最
後
に
，
こ
く
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
、
本
稿
を
終
、
一
札
る
こ
と
に
し
た

■



い　
本
書
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
イ
ン
ペ
ル
ガ
ー
は
存
在
と
当
為
の
区
別
を
維
持

し
つ
つ
、
し
か
も
純
粋
法
学
の
根
本
規
範
の
理
論
に
も
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学

の
見
解
に
も
自
然
法
諭
に
も
与
す
る
こ
と
な
く
、
法
の
妥
当
を
制
度
主
義

的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
論
理
挙
に
造
詣
の
深
い
学
者
だ
け
あ
っ
て
、

そ
の
考
察
方
法
は
分
析
的
で
あ
り
、
存
在
と
当
為
の
区
別
を
論
理
体
系
が

満
た
す
ぺ
き
メ
タ
論
理
的
公
準
と
し
て
提
え
る
等
、
傾
聴
に
値
す
る
点
も

多
い
。
も
っ
と
も
、
分
析
の
深
さ
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
全
般
的
に
問

題
の
表
層
に
留
ま
っ
て
い
る
と
の
印
象
を
拭
い
き
れ
ず
、
折
衷
説
的
な
見

解
も
散
見
さ
れ
る
。
規
範
論
理
学
の
構
想
も
相
変
わ
ら
ず
か
な
り
素
朴
な

恩
い
付
き
の
域
を
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
総
合
的
な
理
論
展
開
と
い
う
面

で
は
、
と
り
わ
け
個
別
的
な
分
析
相
互
間
の
体
系
的
な
関
連
が
必
ず
し
も

明
瞭
で
な
い
と
い
う
不
満
が
残
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
諸
論
稿

は
、
ド
イ
ツ
語
圏
を
代
表
す
る
法
哲
学
者
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
ン
ベ
ル

ガ
ー
が
、
様
々
な
思
想
的
潮
流
と
の
対
決
を
通
じ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
恩

索
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
一
見
雑
多
と
も
思
わ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
を
制
度
主
義
的
法
実
証
主
義
の
名
の
も
と
に
積
極
的
に
統
含
し
よ

う
と
し
て
い
る
婆
を
伝
え
て
お
り
、
一
層
の
理
論
的
展
開
を
期
待
さ
せ
る
。

本
書
は
、
法
哲
学
界
を
揺
る
が
す
よ
う
な
名
著
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
様
々
な
示
唆
に
満
ち
た
快
著
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
南
学
院
大
挙
専
任
講
師
）
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